
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会 

―
日
韓
談
話
室
― 

 

 
 

 
日
韓
国
交
正
常
化
五
十
周
年
に
当
た
り
勉
強
会
を
座
談
会
風
に
催
し
た
い
と
存
じ
ま
す 

  
 

 

さ
わ
や
か
な
筈
の
五
月
で
す
の
に
・
・
・
や
は
り
温
暖
化
な
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
お
暑
さ
・
・
・ 

 
 

如
何
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
・
・ 

 
 

 

さ
て
、
日
韓
関
係
は
日
韓
国
交
正
常
化
締
結
以
来
、
早
や
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 
 

か
つ
て
蜜
月
の
時
代
に
は
両
国
は
手
を
取
り
合
っ
て
ア
ジ
ア
の
時
代
の
牽
引
車
に
な
ろ
う
と
謳
い
上
げ
て
お

り
ま
し
た
の
に
、
御
存
知
の
通
り
の
日
韓
事
情
、
悲
し
い
限
り
で
す
。
何
か
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
続
け
て

参
り
ま
し
た
。
今
、
意
気
軒
昻
に
強
く
心
を
持
っ
て
五
十
年
を
振
り
返
り
、
皆
で
考
え
る
機
会
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
何
時
も
の
様
に
崔
先
生
を
囲
み
お
話
を
伺
い
乍
ら 

橋
本
代
表
の
進
行
に
て
日
韓
を
考
え
る
を 

テ
ー
マ
に
「
日
韓
と
私
」
と
題
し
て
率
直
な
意
見
交
換
の
場
を
作
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

元
気
な
崔
先
生
の
御
来
日
に
合
わ
せ
左
記
の
通
り
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
各
位
其
々
が
様
々
な
感
慨
を
お
持

ち
と
存
じ
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
頂
き
ご
発
言
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

敬 

具 

二
〇
一
五
年
五
月
二
十
八
日 

 

  

｢

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会｣

 

 
 
 
 

代
表
世
話
人 
 

堀 
 

 

渉 

代
表
世
話
人 

 

橋 

本 
 

明 

世
話
人 

 
 

寺
田 

佳
子 

 

  
 

日 

時 
 

二
〇
一
五
年
六
月
十
三
日
（
土
）
十
三
時
半
よ
り
十
六
時
予
定
（
受
付
十
二
時
半
よ
り
） 

 
 
 

場 

所 
 
 
 

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

電
話
〇
三
‐
三
四
五
五
‐
五
五
五
一 

 
 
 
 
 
 
 

地
下
鉄
南
北
線
・
大
江
戸
線 

麻
布
十
番
駅
下
車
二
番
出
口
よ
り
二
分 

 
 
 
 
 
 
 

会 

費 

三
千
円 

 
 

  
 
 
 

 

お
手
数
で
す
が
ご
出
欠
は
六
月
十
一
日(

木)

迄
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
三
四
〇
四
‐
六
三
〇
一
に
て 

お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

連
絡
先 

 
 

オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内
寺
田
・
白
村
・
今
治 

電
話
三
四
〇
四
‐
一
一
八
八 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

ご 

出 

席 
 

ご 

欠 

席 
 
 
 
 

（
い
ず
れ
か
に
○
を
お
付
け
下
さ
い
） 

 
 

ご
氏
名
・
生
年
月
日 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ご
連
絡
先
電
話 


